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ロー デ ンバ ック 『死 都 ブ リュー ジ ュ』 に

お け る民 族 性 の 問題

岩 本 和 了

ロー デ ンバ ックの 「死 都 ブ リュ ー ジ ュ』 は、世 紀 末象 徴 主義 芸 術 の小説 ジ ャ

ンル に お け る稀 な成 功 作 と も位 置 づ け られ る。 しか し北 国 フ ラ ン ドル地 方 の

古 都 の陰 諺 な イ メ ー ジを余 りに もス テ レオ タ イ プ化 し単純 な 「異 国 趣 味 」 に

堕 して しま った一 面 も持 って い る。 筋 だ て も一 見 、 三 面 記 事 的 な あ りふ れ た

もの で あ る。 主 人 公 は死 ん だ 妻 の 面影 を追 い求 め、 妻 と瓜二 っ の女 優 に恋 し、

やが て幻 滅 と嫉 妬 に責 め さ いな まれ て この 女優 を絞 め殺 す とい う もの で あ る。

しか るに、 な ぜ この 陳腐 な物 語 が フ ラ ン スの 読 者 に受 け入 れ られ た のか 。 ま

た対 照 的 に、 同国 の ベ ル ギ ー人 に は読 ま れ な か っ たの か 。 こ こ に は作 家 の 民

族 的 ア イ デ ンテ ィテ ィの 問題 と、 テ クス トの 送 り手 の 問 題 が 関 係 して い る と

思 わ れ る。19世 紀 を通 じて フ ラ ンス語 に よ るベ ル ギ ー文 学 が 自 らの 独 自性 の

確 立 を 目指 して闘 い続 け て きた 、 到 達点 の一 っ の 形 を この テ ク ス トに見 る こ

と もで き るの で は な い か。

象 徴 主 義 文 学 の枠 内 で様 々 に論 じ られ て きた 『死 都 ブ リュ ー ジ ュ」 にっ い

て、 本 稿 で は と くに民 族 性 の 問題 に視 点 を お いて 改 め て 検 討 した い と思 う。

1パ リ の 読 者 へ

1898年12月25日 、 フ ラ ンス象 徴 派詩 人 の 巨匠 マ ラ ル メの あ とを追 う よ うに、

ロー デ ンバ ック はパ リの 地 で 早 す ぎ る死 を 迎 え た。 「火 曜 会 」 を通 じて の フ

ラ ンス人 文 学 者 た ち、 と りわ け マ ラル メ と は親 密 な交 流 が あ っ た こ と は よ く

知 られ て お り、 そ れ は ロー デ ンバ ッ クに と って重 要 な 意 義 を 持 っ もの で あ っ

た。 そ こで まず 作 家 と フ ラ ンス との拘 わ りを 確認 す る こ とか ら始 め た い。

ベ ル ギ ー の ガ ン(ゲ ン ト)大 学 で法 学 博 士 号取 得 後 、23才 の ロ ー デ ンバ ッ

ク は法 律 事 務 研 修 の た め1878年 か ら1年 ほ どパ リに滞 在 す る。 しか し法 廷 よ
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り も劇 場 に足 しげ く通 い、 詩作 品 の雑 誌 寄 稿 や 作 家 達 との交 流 に情 熱 を 傾 け、

む しろ文 学 サ ー クル で名 声 を得 て い く。 そ の 後 ベ ル ギ ーの 詩 人 達 一 ヴ ァ ン ・

レル ベ ル ク、 エ ル ス カ ン、 ヴ ェル ハ ー レン、 モ ッケ ル ら一が 続 々 と活 動 の場

を求 め てパ リへ 上 る こ とを考 え れ ば、 ロー デ ンバ ック は その 流 れ の先 鞭 をっ

け た と も言 え よ う。 た だ しパ リの空 気 は彼 の肌 に は合 わ ず 、 一 旦 帰 国 して ガ

ンの法 律 事 務 所 に入 る。 そ して、 「若 きベ ル ギ ー」 誌 の 創 刊 号 か らの 寄 稿 者

と な る。1885年 に ブ リュ ッセ ル の エ ドモ ン ・ ピカ ール の 招 き を受 けて その 法

律 事 務 所 で 働 く こと に な る。 ピカ ー ル は当 時 、 ベ ル ギ ー法 曹 界 の 権 力 者 で あ

る と同 時 に 、 『若 きベ ル ギ ー』 誌 と対 抗 しっ っ 共 に 「ベ ル ギ ー文 芸 ル ネサ ン

ス」 を担 って い た 『現 代 芸 術 」 誌 の主 幹 で もあ った 。 ロ ー デ ンバ ック は後 者

の雑 誌 に も協 力 す る こ とに な る。ω

1888年 、 ロ ー デ ンバ ック はパ リに戻 り、 生涯 この 地 に住 み っ く。 ガ ンで も

ブ リュ ッセ ル で も結 局 精 神 的 安 住 を 見 出 せ な か っ た た め と言 わ れ る。② しか

しパ リで の そ の後 の執 筆 活 動 に お い て は も っぱ ら故 郷 ベ ル ギ ー、 と りわ け北

方 フ ラ ン ドル地 方 へ の 郷 愁 を テ ー マ と した詩 や 小 説 を書 き続 け る こ とに な る。

そ の心 情 は作 家 自身 の次 の 言 葉 で説 明 され る だ ろ うか 。 「芸 術 活 動 の た め の

強 烈 な力 を有 す る フ ラ ンス の首 都 」 こそ が 、作 家 達 にそ の 「小 さ な故 郷 を 書

か せ る の だ。」 首 都 は 「後 退 を 促 しノ ス タル ジ ー を創 出 す る のだ 」 と。 さ ら

に彼 は言 う。 「も はや 所 有 して い な い もの を こそ、 人 は愛 す る もの だ」 と。{3〕

P.ベ ル トラ ンに よ れ ば、 ロー デ ンバ ッ クに と っ て フ ラ ン ドル と い う 「小 さ

な故 郷 」 は、 パ リに いて 語 り理 想 化 す る こ とで こそ そ の 偉 大 さが 見 え て くる

の で あ って 、 そ の よ うな力 の源 は ブ リュー ジ ュ に も ガ ン に も、 ブ リュ ッセ ル

に さえ なか った と い う。 彼 のパ リで の成 功 は 「フ ラ ンス 文学 」 と い う 巨大 な

力 に まず 依 存 し、 そ の枠 内 で 、 異 国へ の郷 愁 とい う独 自性 を 最 大 限 発 揮 す る

こ と に あ っ たの だ。[4)

『死 都 ブ ル ー ジ ュ』Bruges-1α 一Morte(以 下 『死 都 』 と省 略 す る)は1892

年2月4日 か ら14日 まで10回 の連 載 で 『フ ィガ ロ』 紙 に 初 発 表 され た 。4ヶ

月 後 に は、 序 文 と2っ の章 、 最 終 部 を加 筆 して、 単 行本 と して 出 版 され る。
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反 響 は初 め は少 なか った もの の、 数 年 後 に フ ラ ンスで次 第 に購 読 者 が 増 え て

い った とい う。〔5)ロー デ ンバ ッ クが 自著 の読 者 を ベ ル ギ ー人 で は な く フ ラ ン

ス人 に想 定 して い た こと は、 まず 出版 方 法 か ら明 らか で あ ろ う。1877年 か ら

1889年 まで は彼 の作 品 はパ リと ブ リュ ッセ ル の両 方 で 出版 さ れ て い たの だ が、

移 住 後 の1889年 以 降 はす べ て の作 品 に つ い てパ リの 出版 社 の み とつ き合 う こ

と に な り、 言 っ て み れ ば 故 国 へ の配 慮 が 見 られ な くな る の だ。(6〕そ して 実 際

に作 品 は フラ ンス の読者 に こそ迎 え られ た ので あ った。 そ れ に対 してベ ル ギー、

と りわ け ブ リュ ー ジュ の住 人 た ち は この 「死 都 」 を 偽 りの イ メ ー ジと して 、

む しろ激 し く非 難 す る こ とに な った の で あ る。

と りわ け 『フ ィガ ロ』 紙 と の関 係 は注 目に値 す る。 実 はす で に 『死 都 』 出

版4年 前 の1888年6月 と9月 に、 彼 は 同紙 の 「世 界 一 周 」 と い う コ ラ ム に、

フ ラ ン ドル、 オ ラ ンダ、 ブ ル ター ニ ュ諸 都 市 に っ い て の 「詩 的 」 ル ポ ル タ ー

ジ ュを 依 頼 され 執 筆 して い る の で あ る。 扱 った の は ブ リュ ー ジュ、 ゲ ン ト、

ワ ル ヘ ー レ ン島 、 サ ン=マ ロ で あ った 評 従 って ブ リュ ー ジ ュ を舞 台 と した

物 語 は同 紙 に と って 、 そ して お そ ら くは ロー デ ンバ ック に と って も、 この ル

ポ ル タ ー ジュの 延 長 と して の性 格 を持 って い た の で はな いか と考 え られ る。

っ ま り、 フ ラ ンス人 の た め の、 見 知 らぬ土 地 の 紹 介 で あ る。

それ に応 え る よ うに、 フ ラ ンス人 読 者 の評 価 も主 に北 方 の 異 国 情 緒 と い う

面 に向 け られ て い た。 例 え ばA.ス テ ー ヴ ェ ン スStevensは 「連 載 第1回 か ら

私 は 自分 が ブ ル ー ジュ に い る気 が した。 あ の、 北 の ヴ ェ ニ ス に」 と、 ま た南

仏 に住 む 八 ドー デ は 「た と え あ な た の 北 国 が 私 の南 国 か ら どれ ほ ど離 れ て

い よ う と」 と形 容 す る。〔8)マラル メ も、 ロ ー デ ンバ ッ ク宛 の 手 紙 の 中 で 、 こ

の 作 品 に お け る フ ラ ン ドル 都 市 の魅 力 を 賞 賛 す るの で あ る。 「この都 市 の 沈

黙 と死 に ゆ く影 の透 明 さ は別 と して、 あ な た は間 違 いな くそ の数 々の 魅 力 を

喚 起 させ て くれ ます 。」〔9〕た だ し同 じ手 紙 の 中 で マ ラル メ は、 詩 人 の立 場 か ら

『死 都 』 に お け る詩 的 な要 素 も高 く評 価 して い る。 っ ま り 「詩 を小 説 に、 小

説 を詩 に至 らせ る現 代 的 な企 て」 を実 現 したam希 有 な作 家 と して 、 言 葉 そ の

もの の 独 自性 を も指 摘 したの で あ った。 いず れ に して もパ リの人 々の 印 象 は、
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次 の よ うに要 約 で き るで あ ろ う。 「北 国 の異 国情 緒 と、 今 日流 行 の デ カ ダ ン

スの 雰 囲 気 の 混 合 、 す なわ ち北 の都 市 の憂 醒 、 フ ラ ン ドル の べ ギ ン会 修 道 会

の神 秘 主 義 、 中 世 建 築 の暗 さ、 死 ん で い る こと で美 しい都 市 、 生 の拒 否 、 な

どで あ る。」"1)

そ れ で は ロ ー デ ンバ ック は、 ど の よ うに して 「フ ラ ン ドル」 とい う印 を テ

ク ス ト化 して い るの だ ろ うか。 ま たな ぜ そ の試 み に こだ わ っ たの で あ ろ うか 。

我 々 は次 章以 降 、 テ ク ス トの 構 造 や 諸 要 素 を分 析 しつ っ この問 題 を考 察 して

い き た い と思 うQ

Hテ ク ス トの 時 間 構 成 に つ い て

『死都 』 の物 語 の 時 間 に関 して まず 気 づ くの は、 ブ リュ ー ジュ の年 中行 事

によ って 季節 が示 唆 され て い る こ とで あ る。 物 語 は11月 の あ る 日暮 れ時 に始

ま るの だ が、 そ の 翌 日が 「マ リア さ ま の こ奉 献 の 日」 と設 定 さ れ て い る。 ま

た結 末 は ブ リュー ジ ュの 伝 統 的 な祭 りで あ る キ リス トの 「聖 血 行 列 」 の 日で

あ る こ とか ら、翌 年5月 の こ と とわ か る。 た だ、 初 め と終 わ りは この よ うに

確定 で き るの だ が 、 そ の 間6ヶ 月 の 時 間 的 推 移 の指 標 は き わ め て少 な く、 曖

昧 で あ る。 時 間 に 関 す る記 述 は以 下 の よ う な も の に限 られ る の だ。 妻 に似 た

女性 を 見 か け た衝 撃 の 日以 来 、 主 人 公 ユ ー グが そ の女 性 に や っと再 会 した の

は 「一週 間後 の 月 曜 日」 で あ る。 以 来 、 彼 女 す な わ ち女 優 ジ ャー ヌが フ ラ ン

スの リー ル か らや って きて ブ リュ ー ジ ュで 行 な う週2度 の公 演 の度 に逢 瀬 を

重 ね る。 やが て ユ ー グ は彼 女 の た め に街 外 れ に 家 を買 う こ とで 、 「出 会 っ た

日か らす で に数 ヵ 月 して 」 「う そ の人 生 」 を 始 め る。 や が て女 中 の バ ル ブが

主 人 の不 倫 の うわ さを知 るの は 「三 月 の あ る 日曜 日の 復 活 祭 」 の 日 の こ とで

あ る。

こ う して み る と、時 間 的指 標 は も っぱ ら3っ の大 き な行 事 、 しか もブ リュ ー

ジ ュ独 特 の宗 教 的行 事 の み に 限 られ て い る こ とが わ か る。 そ して 現 実 に存 在

す る一 っ の都 市 を舞 台 と した季 節 の 移 り行 き に物 語 の 進 行 を合 わ せ 、 一 見 写

実 主 義 小 説 ふ うの衣 を ま とい っ っ、 実 は正確 な 日付 も、 時 代 や 年 の 特 定 さえ
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な され て いな いの で あ る。 お そ ら く読 者 は この物 語 の 時代 設 定 を作 家 の生 き

た19世 紀 末 と考 え る こ とが で き る だ ろ うが、 実 は そ の根 拠 は な い の で あ る。

明 示 され るの はた だ 、 カ トリ ック の祭 祀 に よ る秋 か ら春 へ の 時 間 進 行 の み で

あ る。 「こ の テ クス トの ブ リュ ー ジ ュ は 時 間 の 外 を た だ よ って い る よ うに 見

え る」 と指摘 す る者 もい る評 少 な くと も中 世 以 来 毎 年 繰 り返 さ れ て きた は

ず の 宗教 行 事 の指 標 は、線 的 な歴 史 的 時 間 を 無 化 す る もので は な いだ ろ うか。

そ れ は ま た時 間 の 永 遠 性 を表 す 象 徴 と もな り得 るの で あ る。

季 節 と時 刻 の設 定 に も注 目 して お こ う。 物 語 は11月 に 始 ま り5月 上 旬 に終

わ る ので あ るか ら季 節 の中 心 は冬 で あ る。 生 き物 や 世 界 は 「死 」 に向 か う時

で あ る。 この 時 ユ ー グ は とい え ば偽 りの 生 を 「生 きて い る」。 逆 に復 活 祭 を

過 ぎて 「聖 血 行 列 」 に よ り 「キ リス ト」 が人 々 の 面 前 に 現 れ た 時 、 ユ ー グ に

と って の世 界 は終 わ る。 要 す る に ユ ー グは 「死」 を 生 きて い るの だ 。 また 、

一 日 の中 の時 刻 につ い て も特 徴 が あ る
。 冒頭 は11月 の 暮 れ 方 に始 ま り、 ユ ー

グ の散 歩 は常 に夕 暮 れ 時 で あ る。 ま た ジ ャ ン ヌ との 逢 瀬 も夜 に限 られ る。 灰

色 の街 を薄 暗 が りか 闇 が支 配 す る。 時刻 の観 点 か ら見 て も、 テ ク ス ト全 体 が

「闇」 す な わ ち 「死 」 を 呈 示 して い る と言 え る の だ。

薄 暗 が りや 闇 の支 配 は、 メ ー テ ル ラ ン クの 「ペ レア ス と メ リザ ン ド』 に お

いて も重 要 な要 素 で あ った。 た だ し、 メ リザ ン ドの 出 現 か ら死 まで は、 春 か

ら夏 、 秋 へ と、 季 節 は生 命 の誕 生 と活動 を な ぞ る よ うな もの で あ った。 そ し

て、 物 語 世 界 は一 種 の 「異 界 」 「夢 の世 界 」 の 出現 で は あ っ た が、 そ の 中 で

ドラマ は上 昇 して か ら下 降 す る半 円 を 描 い て い た 。⑱ そ れ に対 して 『死 都 』

に お け る ドラマ は ひ た す ら 「負 」 の 方 向 へ と引 きず られ 、 世 界 の徹 底 的 な否

定 、 「無 」 化 が 目指 され て い る と言 え な い だ ろ うか。

皿 空 間構成 と事物 主義

「死都』のテクス トにおいて一種の時間の抽象化が起こっているとすれば、

空間描写に関 しても同様の現象があるように思われる。従来の評者たちは、

ブリュージュの街、教会の内部、ユーグの邸内などがきわめて写実的に微細
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に、 い わ ば フ ラ ン ドル派 絵 画 の よ うに描 き 出 さ れ て い る こ とを指 摘 し、 フ ェ

ル メ ー ルや フ ァ ン ・ア イ ク らの精 緻 な事 物 描 写 に この テ クス トを例 え る こ と

に よ って そ の 「フ ラ ン ドル」 性 を説 明 して み せ た。 我 々 もそれ は否定 しな い。

ブ リュ ー ジュ は 白 ・黒 ・灰 の 微 妙 な ニ ュ ア ンス に よ って ま さに絵 画 的 に描 写

され て い るか らで あ る。

(…)町 の どの 通 りで も、 家 々の 正 面 が 無 限 の細 か い色 合 い の変 化 に富

ん で い る。 薄 い 緑 色 の ペ ンキ を塗 った家 、 目地 の 白 い色 裾 せ た煉 瓦 の家

が あ るか と思 えば 、す ぐ横 に は、 渋 い木 炭 画、 腐 蝕銅 版 画 の色 の黒 い家 々

が 並 ぶ。 隣 の 家 の 色 調 が い く らか 明 るか っ た の を、 この黒 色 がっ ぐな い

補 って い るよ うだ 。 そ して 、 と もか くこ の全 体 か ら、 灰 色 が 発 散 し、 漂

い 、 岸壁 み た い に 並 ん だ 石 の 壁 沿 い に広 が って 行 くので あ る。卿

ユ ー グの 家 の室 内 は、 妻 の 形 見 の 品 々 に埋 め尽 くされ 、 それ らの事 物 の一 っ

一 っ に 目配 りが な さ れ て い る
。

亡 き人 の指 の跡 が 、 そ の ま ま 消 され ず に、 家 具 の い た る所 に残 って い る

よ うに見 え た。 ソ フ ァに も、長 椅 子 に も、 肘 掛 け椅 子 に も、 亡 き人 が 一

度 は座 った こ とが あ るか らに は、 そ の 体 が そ の ま ま残 って い るふ うだ っ

た。 カ ー テ ンの襲 も、 亡 き人 が っ けた まま に、 か わ らぬ 姿 を と ど めて い

た。 そ して、 鏡 の 中 の化 粧 用 ス ポ ン ジ、 ハ ンカ チな ど は、 そ の奥 に故 人

の面 影 が 深 く眠 って い る の だ か ら、 そ の っ や や か な 表 面 に触 れ る に も ど

れ ほ ど にか 慎 重 に や って も らわ ね ば な らぬ か と思 わ れ るの だ った 。 けれ

ど、 ユ ー グが と りわ け大 事 に し、 どん な こ とが あ ろ う と壊 して はな らぬ

と思 って い た の は、 亡 き人 の ポ ー トレー トだ った。 い ろ ん な 年 齢 の 時 の

ポ ー トレー トが 、 暖 炉 の上 、 円卓 の上 、 壁 の上 な ど、 そ こい ら中 一 面 に

置 い て あ った 。 そ れ か ら、 何 に も ま して 、 一 も し万 一 の こ と が あ った

ら、 魂 も粉 々 に砕 か れ て しま うと思 え る ほ ど に、 一 そ っ く りそ の ま ま、
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大 切 に守 って きた 髪 の 毛 が あ った。 これ だ け は、 箪 笥 の 引 き出 しに も暗

い 小 箱 の 中 に も しま い込 み た くなか っ た。(p17)

次の例は、聖血行列の祭りの早朝に女中のバルブが用意する聖器の数々の列

挙である。

銀 の 燭 台 を 戸 棚 か ら出 して き た。 金 メ ッキ を した銀 製 の小 さ な花 瓶 、 香

を 焚 く混 炉 な ど も出 した 。 ひ とつ ず つ の品 を布 で こす って磨 き上 げ、 金

属 面 が鏡 み た い にぴ か ぴ か に な る まで に した。 ま た、 上 質 の テ ー ブル ク

ロス も取 り出 して きて 、 い くつ か の小 テ ー ブル にか ぶ せ、 ひ とっ ひ とっ

の 窓 の前 に そ れ を 置 いた 。 一 種 の仮 祭 壇 と い う しっ らえ だ った。 十 字 架

像 、 聖母 マ リアの 小 さな 像 な ど を 中心 に して、 何 本 か の蝋 燭 を立 て、 マ

リア さ ま の 月5月 に ふ さ わ し い 、 か わ い い 祭 壇 が 出 来 上 が っ た …

(pp241-242)

さ ら に主 人 公 は、 いや む しろ 「語 り手 」 は フ ラ ン ドル派 の絵 画 や そ の他 の

フ ラ ン ドル 芸 術 に直 接 言 及 し、 時 に は絵 画 作 品 そ の もの を言 葉 で描 写 す る こ

と もあ る。 ユ ー グの 日々 の 散 歩 は、 あ たか もブ リュー ジ ュの街 の あ ち ら こち

ら に保 存 され て い る フ ラ ン ドル芸 術 の精 髄 へ と読 者 を導 く こ とを 目的 と して

い るか の よ うに さえ 思 わ れ て くる。 例 え ば、 ノ ー トル ダム教 会 の側 面 礼 拝 堂

奥 に あ る シ ャル ル 豪 胆 王 と マ リー ・ ド ・ブ ル ゴ ー ニ ュの 墓(p73)、 サ ン ・

ソ ヴー ル 教会 内 の 「ス テ ン ドグ ラ ス の花 園 」 と 「老 い を知 らぬ見 事 な絵 画 一

プ ル ビュ ス、 フ ァ ン ・オ ル ラ イ、 エ ラス ム ス ・クエ リヌ ス、 ク ライ エ ー ル、

永 遠 に萎 れ ぬ チ ュ ー リ ップの 花 環 に飾 られ た セ ヒ ェル ス な ど の絵 画」、 「三 っ

折 り絵 屏 風 や 祭 壇 の 装 飾 衝 立 」(p202)、 エ ル サ レ ム礼 拝 堂 の 一 番 奥 の 「墓

の 中 の キ リス ト像 」(p205)、 そ して と りわ けユ ー グが好 ん だ の は 「サ ン ジ ャ

ン病 院 」 の 中 の 「神 の ご と き メ ム リ ンクの 無 垢 な傑 作 群 」 で あ っ た。(p205)

病 院 内 を さ らに進 む と 「と う と うユ ー グ は芸 術 の聖 域 に た ど り着 い た。 そ こ
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に は比類 の な い何 枚 か の 絵 が あ り、聖 女 ウル ス ラの 名 高 い聖 遺 物 厘 が光 を放 っ

て い る」(p206)。

女 中 の バ ル ブ は復 活 祭 の 日に珍 しく外 出 を 許 され 、 ベ ギ ー ヌ会 修 道 院 へ と

向 か う。 そ の 時、 彼 女 が通 る 中庭 の 草 原 は 「ヤ ン ・フ ァ ン ・ア イ ク の牧 場 」

さ な が らの 「過 越 の小 羊 と見 ま が う羊 が 一 匹 、 草 を 食 ん で い る」 風 景 と して

描 出 され る の で あ る。(p158)

と こ ろ で、 こ うい った一 見 写 実 的 な 「事物 」 の 描 写 も、 微 視 的 な視 点 か ら

少 し離 れ てみ る と、 む しろ ど れ もが 非現 実 的 な もの で あ る こ と に我 々 は気 づ

く こと に な る で あ ろ う。 ま ず、 ブ リュー ジ ュの 街 につ いて だ が 、 実 は ユ ー グ

は そ の風 景 を 運 河 の水 面 上 に見 て い るの で あ る。 悲 しみ に うっ む きな が ら歩

き回 る時、 ユ ー グ の傍 らに は常 に静 止 し淀 ん だ 運 河 が寄 添 って い る ので あ る。

冒頭 の描 写 もす で に そ れ を象 徴 す る もの とな って い る。 「[ユー グ の]部 屋 の

窓 は、 ロ ゼ ー ル河 岸 通 りに面 して い た。 この 河岸 通 り沿 い に家 が あ って 、 水

に影 を映 して い た。」(52)

部 屋 の 中 の 小 物 にっ いて も、 これ らは す べ て妻 の想 い 出 に 結 び っ い た もの

で 、 「死 者 」 の、 す なわ ち 「不 在 」 の象 徴 と して の事 物 な の で あ る。 ま た 、

絵 画 作 品 の描 写 にっ い て は、 ま さ し く描 か れ た人物 や事 物 自体 が 「今 ・こ こ」

へ の 「不 在 」 を 象 徴 す る こ と に な る の で は な い か。 しか もユ ー グが 好 む 絵 、

つ ま り語 り手 が あ え て 言 及 す る絵 は主 に 中世 フ ラ ン ドル の 宗教 画 で あ る。 ブ

リュ ー ジ ュ は こ こで 「中 世 」 と い うユ ー グ の生 きて い る時 間 と はお そ ら く別

の 、 架 空 の 時 間 を テ ク ス ト上 に現 前 させ る こ とに な るの だ。 そ れ は素 朴 で 純

粋 な 時 代 で あ り、 敬 度 で 人 々 は死 の概 念 に強 く支 配 され て い た 時 代 で あ る。

そ して ユ ー グ も また 中 世 人 た ち の よ うに罪 に よ る地 獄 の業 火 を 恐 れ、 神 秘 を

信 じて い るの で あ る。

ベ ギ ン会修 道 院 自体 、 テ ク ス トの記 述 と は異 な って実 は ロー デ ンバ ッ クの

時代 に はす で に完 全 に廃 れ て お り、 修 道 女 は わず か しか残 って い な か った と

い う。 現 在 で は、 こ この 建 物 に住 み 、 か つ て の べ ギ ン会 修 道 女 と同 じ衣 と規

律 を 採 用 して い る女 性 た ち は、 別 の宗 派 に 属 す る の だ とい う。05)っま り 『死
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都』 に描 か れ た修 道女 たち は、19世 紀 末 の ブ リュ ー ジ ュに はす で に存 在 して

いな か っ た はず な の で あ る。

こ う して 、 ロ ー デ ンバ ック の 「ブ リュ ー ジ ュ」 は細 部 に こだ わ り写 実 的 で

あれ ば あ る ほ ど、 逆 に ユ ー グ の物 語 の舞 台 と思 わ れ る19世 紀 末 の 「現 実 の」

街 か らは遠 ざか り、 非 現 実 的 な別 の世 界 を創 出 す る こ とに な る と言 え な い だ

ろ うか 。 それ は魂 の状 態 に呼 応 す る一 っ の神 話 的世 界 で あ り、 また す べ て を

無 化 す る 「死 」 の世 界 に も通 ず る もの だ。 我 々 は そ れ を フ ァ ン ・アイ クの作

品 の一 つ 『ア ル ノ ル フ ィー 二夫 妻 の 肖像 』 に 書 き込 まれ た 鏡 の 中 の 風景 に例

え る こ と もで きる だ ろ う。 この絵 は 夫妻 が結 婚 の 誓 いの 儀 式 を 行 な う室 内 の

様 子 を精 緻 に描 き出 した もの で あ る。 この 室 内 の壁 に掛 か った 凸面 鏡 が 、ず っ

と手 前 に あ る は ず の入 口 に立 っ 訪 問 者 を も含 め た部 屋 全 体 を、 改 めて 忠 実 に

映 し直 して い る とい う もの で あ る。 この 絵 にお いて も事 物 は精 緻 に書 き込 ま

れ る ほ ど、創 造 に よ る非現 実 的 世 界 を暗 示 し、 そ して 鏡 の 中 の別 世 界 へ と見

る者 を誘 う こ とに な るの で あ る。

ロ ーデ ンバ ッ クが 選 ん だ 都 市 ブ リュ ー ジュ は彼 の 「心 象 風 景 」 に他 な らな

か っ たの だ。 そ れ は何 よ り も幼 年 時 代 に祖 父 の もと へ遊 び に行 った想 い 出 の

地 にす ぎず 、 そ れ ゆ え 当 時 の活 力 あ る港 町 の雰 囲 気 は抹 消 さ れ て い る の で あ

る。 従 って テ ク ス トの 描 写 の 出発 点 は作 家 の、 そ して主 人 公 の 内 的風 景 で あ

り、 それ が 外 在 化 した と き に 「ど こか 手 ごた え す ら感 じ させ る奇妙 な現 実 感

を そ なえ は じめ る潤 こ とに な るの で あ る。

IV沈 黙 の 美 学

『死 都 」 に お け る 時 間 と空 間 の 「不 在 」 と 「永 遠 性 」、 そ れ に 起 因 す る

「死 」 の概 念 の 支 配 を見 て きた 。 次 に、 同 じよ うに 「死 」 と結 び っ く要 素 と

して 「沈 黙 」 の テ ー マ に 目を 向 け る こ とに しよ う。 この テ ー マ は メ ー テル ラ

ン クの 『ペ レア ス と メ リザ ン ド』 で も支 配 的 な もの で あ っ た。 ロ ー デ ンバ ッ

クは そ れ を どの よ うに して テ ク ス ト化 して い るで あ ろ うか 。

ロー デ ンバ ック は7歳 ほ ど後輩 にあ た る メ ーテ ル ラ ンク とは きわ めて 似通 っ
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た 経歴 を持 っ。 共 に 、 ガ ンの 有 名 校 サ ン ト ・バ ル ブ男 子 高 校 、 ガ ン大 学 法 学

部 、 パ リで の 弁護 士 修 業 と文 学 修 業 を経 て、 故 郷 で の しば らくの活 動 の の ち、

フ ラ ンス へ の永 住 を 果 た す。 この よ う な共 通 の 人 生 を辿 りっ つ 、 二 人 は 同 じ

世 紀 末 の象 徴 主義 の潮 流 の 中で 、 フ ラ ン ドル民 族 性 を表 現 す る新 た な 「言 語 」

の探 究 に向 か い、 そ の手 段 の一 っ と して 「沈 黙 」 の 美学 を 見 出 した ので あ る。

メ ー テ ル ラ ンク は例 え ば 『ペ レア ス と メ リザ ン ド」 の 中 で、 「沈 黙 」 にっ

い て 「水 が 眠 って い る の が聞 こえ そ うな」 と表 現 した。 バ シュ ラ ー ル に よれ

ば それ は 「物 質 化 さ れ た静 寂 」 と して の 「水」 の 役 割 を 明 らか に した もの で

あ り、 この よ う に我 々が 「沈 黙 」 とい う もの を 理 解 す る に は 「何 か 口を っ ぐ

む もの」 を 見 る必 要 が あ る と い う評 メ ー テ ル ラ ンク に お い て は、 登 場 人 物

た ち は話 し続 け る。 そ して コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの奇 妙 な ず れ 、 い わ ば 切 断 面

を 「見 せ る」 こ とで 「沈 黙 」 を象 徴 さ せ て い た と言 え る謂

そ れ で は 「死 都 」 にお け る 「沈 黙 」 は どの よ うに表 象 され て い るだ ろ うか。

まず 『ペ レア ス』 と異 な るの は、 主 人 公 自身 が きわ め て寡 黙 で、 家政 婦 以 外

は話 し相 手 もな く、 殆 ど無 言 で あ る こ とだ ろ う。 もち ろ ん 『ペ レア ス』 とい

う戯 曲 に お い て は登場 人 物 ど う しの 対 話 か らテ クス トは織 りな さ れ る の で あ

るか ら、 た い て い 誰 か が しゃべ って い る と い う ジ ャ ンル上 の必 要 性 は あ る だ

ろ う。 しか し 『死 都 』 に お い て は登 場 人 物 の 背 後 に い る 「語 り手 」 が 饒 舌 に

語 る こ と に な る。 この 「語 り手 」 は、 「沈,黙の都 市 」 の イ メ ー ジを 完 壁 にす

る こ とに専 ら没 頭 して い るよ うに思 わ れ る。 そ れ は まず 前 述 した よ うな静 止

した風 景 や 「事 物 」 の精 緻 な描 写 に よ って 行 な わ れ るで あ ろ う。 さ らに こ こ

で注 目 した い のが 、 音 の事 物 化 で あ る。 つ ま り 「語 り手 」 は物 語 の中 で 響 い

た音 を、 こ と ご と く 「視 覚 化 」 し一 種 の静 止 した 事 物 と して 我 々 に呈 示 す る

こ とで 、 テ ク ス トの静 寂 を保 持 しよ う と して い るか の よ うな の で あ る。

こ の種 の イ メ ー ジで 最 も頻 出 す る の は ブ リュー ジ ュの 中 心 に甕 え るベ フ ロ

ワ(鐘 楼)の 鐘 の 音 で あ ろ う。 例 え ば次 の よ うに描 か れ る。

そ の 日 は特 に、 妻 を 亡 く した こ の男 に と って過 去 を思 い起 こす の が っ ら
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か った。11月 の灰 色 の空 の せ い だ った。 消 え 去 った 年 月 の 灰 を 振 り ま く

か の よ う に、 鐘 が 空 中 に 音 の粒 々 を 振 り ま い て い た 空 の せ い だ っ た。

(P54)

妻 を亡 く した ユ ー グ に と って、 こ こで 鐘 の 音 は悲 しみ の 暗 い大 気 の 色 、 そ

して死 者 の灰 の イ メ ー ジ とな って 自 らを 包 み 込 む もの と な る のだ 。 灰 色 、 そ

して黒 とい った単 色 は、 ブ リュー ジ ュの 街 の 形 容 に一 貫 して 用 い られ て い る

もの で あ る。 鐘 の 音 は この街 の 色 に も呼 応 す るの で あ る。

毎 日が夜 で 、万 聖 節 の趣 を 呈 して い るブ リュ ー ジュの 街 の通 りの灰 色 は、

な ん と も佗 しい。(…)鐘 の音 ま で が そ うだ った 。 ど ち らか とい え ば 、

鐘 の音 は黒 と思 え そ うだ が 、 ふ わ り と脹 れ て 空 に溶 け る と、 同 じ く灰 色

の ざわ め き と な り、 運 河 の 水 の 上 を流 れ 、 飛 び は ね 、 波 打 って行 く。

(pp129-130)

ま た 次 の よ うな描 写 もあ る。 「死 ん だ 街 ブ リ ュ ー ジ ュ の た め に 、 よ うや く

生 き残 った い ち ば ん 高 い 鐘 楼 か ら、 ま たお 告 げ の鐘 が降 り落 ち て く る。 深 い

悲 しみ を 泣 くか の よ う に 。」(p186)こ の 直前 に、 日暮 れ 時 に 降 り出 した霧

雨 が 激 しい 雨 とな り、 ユ ー グの 悲 しみ を増 す 記 述 が あ る。 鐘 の音 は、 そ の 雨

の イ メ ー ジ と ご く自然 に呼 応 して 「降 り落 ち て く る」 もの とな った の は明 ら

か で あ る。 ま た 「香 煙 」 の イ メ ー ジに もな る。 「日が な一 日、 鐘 は 目 に見 え

ぬ 黒 い香 炉 を振 り動 か して、 音 の 香 煙 を あ た り一 面 に振 り ま い た。」(p198)

ジ ャ ー ヌ との 生 活 に初 めて 罪 の意 識 を感 じは じめ た 時 に は、 鐘 の 音 は次 の よ

う にユ ー グ に警 告 を 発 す る鳥 の姿 とな る。

そ れ に、 鐘 の音 まで が 、 一 緒 に な って襲 い か か って きた 。 この 頃 、 ユ ー

グ は、毎 晩 の よ うに、 日ま しに ま さ る苦 悩 、 ジ ャー ヌ に対 す る恋 の苦 悩 、

亡 き妻 へ の 哀 惜 、 自分 の罪 や地 獄 落 ち の確 か さへ の 恐怖 を か か え て 、 さ
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ま よ い歩 いて い た …… 鐘 の音 の説 得 の調 子 は 、初 め の うち 、親 しみ を こ

め、 さ と して聞 か せ るふ うな の だが 、 程 な く、慈 悲 心 をか な ぐ りす て て、

叱 責 をぶ ち ま けて くる、 一塔 の周 囲 を舞 う鳥 に も似 て 、 い わ ば ユ ー グの

ま わ りに、 ま ざ ま ざ と姿 を 見 せ 、 は っ き りと生 々 し く、 一 こ ち らを押

さえ つ け、 頭 の 中 に侵 入 し、 手 込 め に し、 暴 行 を働 き、 惨 め な 人 間 の愛

をむ りや り奪 い取 り、 罪 を 抜 き去 ろ う と追 って くる の だ った。(p214)

テ ク ス ト最 終 部 の イ メ ー ジ は圧 倒 的 で あ る。 ま る で ブ ル ー ジ ュを覆 う大 気

全 体 を 、 いや 、 この 世 の す べ て を鐘 の音 が 満 た し埋 あ尽 く して しま うか の よ

うで あ る。 そ の 音 は 「鉄 の 花 び ら」 と な って 我 々 の眼 前 に迫 って くる。

沈黙 の 中 に、 鐘 の 音 が 響 いて き た。 鐘 と い う鐘 が 、 い ち ど き に 鳴 り出 し

て、 聖血 の行 列 が そ の礼拝 堂 に帰 りっ い たの を告 げて い た。 これで 終 わ っ

た の だ、 美 しい行 列 も… … 存 在 して い たす べ て の もの も、 歌 うた って い

た す べ て の もの も 一生 命 に 似 た もの 、 暁 の蘇 り も。 通 りと い う通 りは、

ふ た た び が らん と空 し くな った 。 街 も ま た、 ひ と り ぼ っ ち の孤 独 な姿 に

か え ろ う と して い た。

そ して ユ ー グ は、 た だ 切 り もな く、 つ ぶ や いて い るば か りだ った 。

「死 ん だ … …死 ん で しま った … … 死 ん だ 街 ブ リュ ー ジ ュ… … 」 と、 機 械

の よ うに、 気 抜 け した声 で。 そ れ は ま るで 、 倦 み はて て 、 の ろ の ろ と後

を 引 く、 最 後 の鐘 の音 、 衰 え切 った 小 さな 老 婆 さ なが ら に、 鉄 の花 び ら

を、 けだ る げ に一 枚 一 枚 、 一 街 に ふ りか け る た め な の か 、 墓 に ふ りか

け る た め な の か 、 一 ば ら撒 くと もみ え る鐘 の調 べ に 合 わ せ て の つ ぶ や

きと も思 え るの だ った。 「死 んだ … …死 んで しま った ……死 ん だ街 ブ リュ ー

ジュ …… 」 とQ(p273)

さ らに、 鐘 の音 以 外 の音 も、 同様 の技 法 に よ って こ と ご と く視覚 化 され て

い る。 そ の数 例 を挙 げ て お こ う。 亡 き妻 の声 、 そ して生 き写 しの ジ ャー ヌの
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声 は 「低 い 金 属 的 な 声 、 ブ ロ ンズ を 含 ん だ 銀 の 声 」 と形 容 さ れ(p98)、 聖

血 行 列 の 歌 声 は 「か ぼ そ くて 途 切 れ が ち な ソ プ ラ ノの 歌 の 花 環 」 とな る(p

259)。 この行 列 の鈴 の 音 は、 ひ とっ にな って 「霰 」 と な る(p261)。

さて、 本 来 「音 」 と は時 間 的 な現 象 で あ る。 従 って そ れ を視 覚 化 した瞬 間 、

時 は止 ま る こ とに な る。 っ ま り、 音 を 「沈 黙 」 させ る こ とは時 を静 止 させ る

こ とに もっ な が るの で あ る。 ロー デ ンバ ック は 「動 く」 もの を こ と ご と く静

止 した別 の事 物 に 、 と りわ け 「色 」 の イ メ ー ジに固 定 化 し、 静 止 画 像 の よ う

に描 写 して い る こ とに も注 目 した い。 これ を 「沈 黙 」 の美 学 を一 層 押 し進 め

る操 作 と看倣 す こ とが で き るの で はな いか 。

例 え ば運 河 に 降 り注 ぐ雨 は 涙 、 針 、 捕 わ れ た小 鳥 と い った イ メ ー ジに次 々

と変 え られ て い る。

外 は 、相 変 わ らず 細 か い 雨 が 降 り しき って い た。 秋 の終 わ りに よ く降 る

霧 雨 だ った。 ま っす ぐに 、 涙 の よ う に降 り落 ち て、 水 溜 ま りをつ く り、

空気 に しみ入 り、 運 河 の 水 面 に無 数 の 針 を 突 き立 て 、 濡 れ た網 に と らえ

られ た小 鳥 が 、網 目 にか らま って もが くよ うに、 人 の心 を っ か ん で凍 え

さ せ る、 そ ん な細 か い 雨 … …(p63)

ブ リュー ジ ュの 街 を 行 き来 す る人 々 は灰 色 か 黒 の色 彩 イ メ ー ジに還 元 さ れ

て い る。 彼 らは個 々 に 生 活 し動 い て い る はず で あ る に もかか わ らず、 次 の例

に 見 られ るよ うに 生 命 を 失 い 一 っ に融 解 し、 都 市 の風 景 と一 体 化 した イ メ ー

ジ と化 して い るの で あ る。

この[ブ リュー ジ ュの 街 の]灰 色 は、 修 道 女 た ち の頭 巾 の 白色 と、 司 祭

た ち の法 衣 の 黒 色 、 この 街 を たえ ず 行 き来 し、 い た る所 に しみ込 ん だ と

見 え る白 色 と黒 色 とが 混 ざ って で き た もの と も思 え る。 永 遠 に漠 と した

喪 の 期 間 が っ つ くよ うな この 灰 色 の、 神 秘 な妖 しさ。(p129)



14

ジ ャ ー ヌ との 出 会 い の 場 面 も色 の 通 過 に よ って のみ 表 さ れ る。

動転 の あ ま り に、 心 臓 が止 ま りそ うに な った。 死 ぬ か と思 うほ ど だ っ た。

耳 の 所 で 、血 管 が ず きず き鳴 っ た。 白 い モ ス リ ン、 花 嫁 の ヴ ェ ー ル、 初

聖体 拝領 の少 女 た ちの 列 が っ つ いて 通 り過 ぎ、 目が 朦 朧 と して い た。 そ

の あ と、 す ぐ近 くに、 黒 い シル エ ッ トが 浮 か び 出 て、 自分 の横 を通 って

い った。(pp86-87)

お そ ら く実 際 に は 賑 や か に 聞 こえ た はず の少 女 た ち の話 し声 も、 テ ク ス ト上

には全 く痕 跡 を残 して い な い。 花 嫁 と少 女 た ち の 「白」 の 群 れ に続 い た 「黒」

とい う コ ン トラス トに よ って 、 ユ ー グの 衝 撃 が 見 事 に視 覚 化 さ れ て い る と言

え る。

家 政婦 バ ル ブが 出席 した べ ギ ー ヌ会 修 道 院 で の 復 活 祭 の ミサ の様 子 に っ い

て も、色 彩 が 印象 的 で あ る。

そ の 人[修 道 女コ た ち は、 聖 職 者 席 す なわ ち聖 歌 隊 席 のす ぐそ ば に並 ん

だ二 列 の、 木 彫 りの 椅 子席 に座 を 占 め た。 ず ら りと頭 巾が 並 ん で い た。

白い リンネ ル製 の 羽根 が 、 動 き もせ ず に並 び、 ス テ ン ドグ ラ ス越 しに注

ぐ太 陽 の光 を受 け て 、 赤 や 青 に染 ま って 見 え た。(pp161-162)

す で に 明 らか で あ るが、 イ メ ー ジ と して の 色 彩 は き わ め て単 純 化 され た も

の で あ る。 ブ リュ ー ジ ュの通 りや建 物 、 人 々 、 ユ ー グ の悲 しみ に まっ わ る も

の はす べ て黒 か灰 色 、 宗教 的 な 清純 さ は 白で 、 こ の三 っ の色 が テ ク ス トの大

部分 を覆 う支 配 的 な もの で あ る。 引 用 例 で の 赤 や 青 は、 それ に対 して、 外 部

か らの い わ ば異 質 な光 の色 で あ る と考 え られ るだ ろ う。 特 に こ こで 表 さ れて

い るの は、 太 陽 の光 の 色 で あ り、 ス テ ン ドグ ラ ス と い う聖 な る物 を通 した神

の光 、希 望 の光 の 色 で あ る。 も う一 っ 頻 出 す るの が 金 色 で あ る。 これ は死 ん

だ妻 の髪 の色 で あ る と同 時 に、 宗教 儀 式 に関 係 す る聖 器 の 色 で もあ る。 ま た
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光 そ の もの の 色 で も あ って 、 少 な くと もユ ー グ に と って は宗 教 的 で特 権 的 な

もの で あ る こ と は間 違 い な い。

色 彩 イ メー ジの 例 を 最 後 に もう一 つ 見 て お こ う。

あ あ、 ブ リュ ー ジ ュの通 りの この 灰 色 は、 いつ に な って も同 じだ っ た。

ユ ー グ は、 自分 の 心 が 次 第 次 第 に、 この灰 色 と同 じ色 に染 め られ て い

くの を感 じて い た 。 こ ち らの 心 まで が 、 こ の沈 黙 の広 が り、 通 る人 もな

い 空 しさ に影 響 され て い くの だ っ た。 一 通 るの は、 た だ 、 黒 い マ ン ト

を着 、顔 を頭 巾に包 ん だ 何人 か の老婆 だ け、 ま るで 亡 霊 に も似 て、 サ ン ・

サ ン(聖 血)の 礼 拝 堂 へ お灯 明 を あ げ に行 って、 帰 る途 中 の老 婆 だ けだ っ

た。(p182)

黒 は死 の 象徴 で もあ る。 こ こで は ブ リュ ー ジュ の人 々 自体 が 「死 」 と な り亡

霊 とな る。音 や動 きの 視 覚 化 は時 間 の 停 止 で あ り、 死 で あ り、 そ して ま さ に

そ れ ゆ え に こそ 、 「永 遠 」 の時 間 の 表 徴 と もな るの だ 。 メ ー テ ル ラ ンク も こ

う言 って い る。 「言 葉 は時 間 の もの で あ り、 沈 黙 は永 遠 の もの で あ る。La

paroleestdutemps,1esilenceder6ternit6.」a9〕 ロー デ ンバ ックは 「ブ リュー

ジ ュ」 とい う一 っ の 世 界 の 中 の 音 と動 きを 視 覚 化 とい う手 段 で見 事 に沈 黙 さ

せ 、 この 永遠 の 時 間 の 美 学 を 実 践 し得 たの だ と 言 え よ う。

V風 景写真 と都市の影

「沈黙」と時間の静止に関与するものとして もう一っ注目しておきたいの

が、単行本出版の際にローデ ンバ ック自身が選んで挿入 した35枚 にものぼる

モノクロ写真である。それがいかに意図的に行なわれ、また作品にとって重

要な意味を持っかは、序文に見る通 りである。

(…)そ こで 、 ブ リュ ー ジュ と い う舞 台 装 置 が 小 説 の発 展 と切 り離 せ ぬ

もの で あ る以 上 、 本 書 で もと こ ろ ど こ ろ に風 景 写 真 を挿 入 して お く必 要
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が あ っ た。 す なわ ち、 河 岸 、 人 気 の な い 街 の 通 り、古 い 家 々 、 運 河 、 ベ

ギ ー ヌ会 修 道 院 、 教 会 、 金 銀 細 工 の信 心 用 具 、 ベ フ ロ ワ(鐘 楼)な どの

写 真 をQ(…)(p50)

しか し、1892年 の フ ラマ リオ ンFlammarion初 版 本 に 挿 入 され た これ ら

の写 真 は、 出 版 事 情 のせ い で しば しば起 こ る こ とで はあ るが 、 以 後 の 諸 版 で

は同 社 ・他 社 のす べ て の版 に お い て 削 除 さ れ て しま った。 そ れ に 伴 って 序 文

全 体 、 あ る い は上 記 引 用 箇 所 部 分 の み が 省 略 さ れ る こ と に もな っ た の で あ

る。⑳1998年 の フ ラマ リオ ン版 に 至 って よ うや く、 初 版 本 の体 裁 そ の ま ま の、

全 写 真 を伴 った テ ク ス トが復 活 す る こ と に な った。(本 稿 引 用 の た め に 参 照

して い る の は この1998年 版 で あ る。)そ の た め もあ って 、 同書 の編 者J.-P.ベ

ル トラ ンとD.グ ロイ ノ フ ス キ の解 説 で は も っ ぱ ら写 真 の 重 要 性 に 焦 点 が 当

て られ る こ と に な っ た。 以 下 、 こ の解 説 を参 考 に しっ っ 、 テ ク ス トの 重 要 な

部 分 と して の 写 真 の意 味 を我 々 も考 察 して い く こ とに す る。

各 写 真 に は1ペ ー ジ全 体 が 使 用 さ れ、 そ の ペ ー ジの 裏 は白 紙 な の で 、35枚

の写真 は量 的 に は テ クス ト全 体 の約1/3を 占 め る こ とに な る。 写 真集 と言 っ

て もよ い ほ ど、 視 覚 的 イ ンパ ク トは 強 い。 な ぜ この よ うな 操 作 を した の だ ろ

うか 。 まず 考 え られ る の は、 商 売 上 の理 由 で あ ろ う。35枚 の挿 絵 を 画 家 に 注

文 す る代 わ り に、 す で に ス トック さ れ て い た写 真 を選 ぶ の は経 済 的 で あ る。

ま た同 時 に観 光 案 内 的 な効 果 も狙 って、 ブ リュー ジ ュ とい う都 市 の 視覚 的 な

魅 力 に よ って 読 者 の気 を引 こ うと した の で は な い か。

と こ ろで19世 紀 末 は、 写 真 技 術 の発 達 に伴 い、 と りわ け肖 像 画 や 写 実 絵 画

との 間 で 芸 術 論 争 が 激 し くな った時 代 で あ る。 そ して 写 真 は た い て い絵 画 に

劣 る もの と看 倣 され て い た。 前 者 は現 実 を物 質 化 し、 余 りに も露骨 に呈 示 す

る も のだ とい うの で あ る。 ゾ ラや モ ーパ ッサ ン ら 自然 主 義 作 家 た ち で さえ 、

「生 活 」 を撮 る こ と は必 然 的 に 陳 腐 な もの とな り、 芸 術 家 の 才 能 に よ る独 創

性 や ヴ ィ ジ ョンを 欠 い た もの と な る、 と 主張 した の で あ る。eDま して や 小 説

作 品 に写 真 挿 画 を 持 ち込 む こ と は、 そ の芸 術 的価 値 を 眩 め る こ と に しか な ら
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な い とい う。 同 時 の 人 々 が い か に こ の問 題 に関 心 を持 って い た か は、 例 え ば

1898年1月 に 『メル キ ュー ル ・ド ・フ ラ ンス』 誌 が著 名 人 に対 して 「写 真 挿

画 つ き小 説 に っ い て の ア ンケ ー ト」 を実 施 した こ とか ら も うか が え る評 写

真 に対 して好 意 的 な 返 答 も あ るが 、 多 くは 「写 真 は現 実 そ の もの で、 デ ッサ

ンは非 現 実 的 」 で あ る こ とか ら、 虚 構 の創 造 物 で あ る小 説 に は後 者 がふ さ わ

しい 、 と い っ た意 見 で あ っ た。 例 え ば ピエ ー ル ・ル イ ス は特 に 人物 肖像 に言

及 し、 ア タ ラ に しろ、 ボ ヴ ァ リー夫 人 に 出 て くる農 業 振 興 会 会 長 に しろ、 誰

もそ の モ デル に は な り得 な い、 従 って写 真 を容 認 はす るが実 際 に は小 説 に は

使 用 で き な い と の見 解 を示 して い る。

さ て、 『死 都 』 の 場 合 、 読 者 受 け を狙 って 挿 入 した と思 わ れ る写 真 は、 結

局 本 の価 格 を 吊 り上 げ る こ とに な った。 価 格 が上 が れ ば対 象読 者 は上 流 階級

の人 々、 つ ま り知 的 レベ ル、 美 学 的鑑 識 眼 の 高 い 傾 向 の 人 とな る。 そ の 人 々

は写 真 に対 す る偏 見 が よ り強 い。 そ れ も初版 出 版 当 初 は読 者 数 が の びな か っ

た理 由 ら しい の だ。 ロー デ ンバ ッ クが こ うい った 状 況 を どれ だ け認 識 して い

た か はわ か らな い が、 『死都 」 の写 真 が 本 来 重 要 な 意 味 を 持 って い た事 実 は

変 わ らな い。 テ クス トの一 部 と して の そ の効 果 を具 体 的 に確 認 してお きた い。

写 真 は主 に ブ リュー ジ ュの 街 、 しか も ほ とん どが 人 物 の い な い建 物 や 通 り

だ けの 光 景 で あ り、 白黒 の モ ノ トー ン と と もに 、 「沈 黙 」 の支 配 す る雰 囲 気

を一 層 深 め る役割 を 果 た して い る こ と は まず 間 違 い な い。 詳 細 に見 れ ば、35

枚 中12枚 に人 物 が 写 って お り、 全 部 で 約40人 、 そ の うち は っ き り して い る の

は24人 の みで あ る。 い ず れ も遠 景 に影 の よ うに 見 え る だ けで 、顔 は もち ろん 、

そ の 存 在 さえ 注 意 しな けれ ば気 づ か な い ほ ど 目立 た な い もの で あ る。 と ころ

で1枚 だ け、 写 真 で は な い手 描 き の絵 が あ る。 ベ ギ ン会 修 道 院 へ 向 か う女 た

ちが 比 較 的 近 距 離 か ら、 顔 の表 情 も明瞭 に描 か れ て い る もの で あ る。 絵 画 に

お いて は人 物 の匿 名 性 や虚 構 性 が保 持 で き るの だ とい う こ とを ま さに証 明 す

るか の よ うな1枚 の挿 入 で あ る。 ロー デ ンバ ッ クは これ らの 写 真 を す べ て 、

観 光 写 真 を専 門 に扱 う 「レ ヴ ィ/ヌ ル ダ ンLevyetNeurdein」 社 に提 供 し

て も ら った と い う謹 実 は 同 社 保 存 の ネ ガ に は通 行 人 で一 杯 の 通 りの 光 景 も
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数 多 くあ った ら しい 。 しか も採 用 され た ネ ガ の検 証 に よ って、 印刷 段 階 で人

物 が わ ざわ ざ消 され て い る もの も見 っ か っ た と い う課 「無 人 の街 」 の イ メ ー

ジ作 りに は意 図 的 な操 作 が あ った こ とが こ こで も実 証 さ れ る わ け で あ る。

同様 の 操 作 は ほ か に も あ る。 鐘 楼 が テ クス ト全 体 を支 配 し、 「書 物 の上 に

長 々 と、 い くつ もの高 い塔 影 が の び て く るの を感 じと って い た だ け る よ うに」

とい う序 文 ど お り、 街 の様 々 な場 所 か ら撮 影 され た写 真 の ほ とん ど に、 鐘 楼

が写 って い る の で あ る。 さ らに、 淀 ん だ運 河 の 配 して あ る写 真 も多 いが 、 編

者 に よ る と こ こで も手 が加 え られ て お り、 特 に構 図 の下 の方 が 暗 い運 河 の黒

の色 調 に な る よ うに、 ネ ガ の枠 組 み が しば しば ず ら して あ る のだ と い う。 っ

ま り日 の光 に反 射 す る水 の部 分 は切 取 られ て い るの で あ る調

初 め の連 載 時 に は な く、 あ とか ら追 加 さ れ た 写 真 で あ る と は いえ 、 この よ

うに意 図 的 に選 択 され 手 を加 え られ た 「作 品」 は、 テ ク ス ト本 文 の 内 容 に も

呼 応 して い る。 ユ ー グ の散 歩 に合 わ せ て街 の光 景 が 次 々 と現 れ る よ う に して

あ るの だ 。 ユ ー グが サ ン ・ソ ヴ ー ル教 会 の 中 へ入 る場 面 で は、 あ え て 建物 内

部 、 す なわ ち柱 廊 とパ イ プ オ ル ガ ンの写 真 が現 れ る。 ま た、 サ ン ・ジ ャ ン病

院 メ ム リ ンク美 術 館 内 の 聖 女 ウ ル ス ラの聖 遺 物 厘 の写 真 もユ ー グの視 線 に 合

わ せ て 挿 入 され て い る。 ユ ー グの 辿 る道 筋 に は ほ とん ど必 然 性 は な い。 あ る

とす れ ば 、 そ れ は ブ リュ ー ジ ュの 静 寂 を象 徴 す る 町並 み、 歴 史 的 ・宗 教 的記

念 物 を 網 羅 的 に紹 介 しよ う とす る、 む しろ作 家 の意 図 に よ る と思 わ れ るの で

あ る。

意 図 的 な操 作 は さ らに 時 間 レベ ル に も見 られ る。 一 枚 一 枚 の写 真 は基 本 的

に は 「現 実」 の光 景 で あ る。 しか しこれ らの全 体 を眺 め て み た と き、 奇 妙 な

感 覚 に捕 わ れ る の で あ る。 ほ とん どが 同 じ トー ンで 、 似 通 った家 や通 り、 運

河 が執 拗 に 呈示 され る。 そ れ は過 剰 と も言 え る繰 り返 しで あ る。 しか も、 風

景 は あ る 目的 地 に 向 け て順 に展 開 され るの で は な く、 夢 遊 病 者 の偶 然 の移 動

に っ い て い くか の よ うで、 街 の あ ち ら こち らの 一 角 が ふ い に 出現 す る ので あ

る。 時 に は同 じ場 所 が別 の角 度 や異 な った距 離 か ら現 れ て も くる。 ま た、 明

らか に同 一 の運 河 と家 並 み を わ ず か に ず れ た 位 置 か らと った2枚 の 写 真 が あ
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るが 、 よ く比 較 して み る と、 同 じ場 所 の木 の大 きさ が 全 く異 な って い る。 別

の 例 で は、 物 語 の 季 節 は晩 秋 の記 述 で あ る の に、 写 真 の 中 で は広葉 樹 の葉 の

生 い茂 って い るの が 見 られ る。 ネ ガ の調 査 に よ る と これ は春 の 風景 で あ る ら

しい。 あ るい は ま た、 朝 か 午 後 に と っ た と思 わ れ る 日光 の 濃 い 影 が あ る もの

が 、 夕 暮 れ 時 の 記 述 に添 え られ て い る。

写 真 撮 影 の 日時 も年 も、 実 際 ば らば らで あ った ら しい。1892年 当 時 の もの

か ら、古 い もの で は1870年 代 の もあ る。 こ こに は 時 間的 な秩 序 は存在 しな い。

木 の 成 長 や伐 採 の 謎 も これ で 解 け る わ け で あ る。 錯 覚 は、 白黒 写真 とい う当

時 の 写 真 技術 に も負 って い る。 それ は暗 い モ ノ トー ンの寒 々 と した イ メー ジ

を 、 実 は錯覚 で しか な い 「現 実 」 の 呈示 に よ って創 り出 す た め に は最 適 で あ

ろ う。 こ う して 写 真 と い う 「写 実 的 」 で あ る は ず の35枚 の挿 画 に 、主 観 的 な

「虚 構 」 が 入 り込 み 得 た こ と が わ か った 。 そ の と き無 人 の街 は 、 あ る場 所 、

あ る時 刻 の実 在 の イ メ ー ジで あ る に も拘 わ らず、 奇 妙 に非 現 実 的 な様 相 と永

遠 の 時 間 性 を 帯 び 始 め るの だ 。 そ の効 果 を最 大 限 に 発揮 で き るの が ま さに 当

時 の 写 真 だ った の で あ る。

VI都 市の支 配 と他者の侵入

「死都』は一見写実的な描写を伴った小説であり、情念の苦 しみから恋人

を殺すという三面記事的な枠組みを持ち、主人公の複雑な心理状態を追 うも

のである。 しか し精緻なイメージ群は、全体としては非現実的で異質な世界

を我々に差 し出すことを見てきた。これを、ゴルセーは情念的事件の物語 と

併存する、幻想物語的な側面であると指摘する。㈱ しかしはた して幻想物語

の枠内 にもおさま り得る ものであろうか。 というの も、幻想小説conte

fantastiqueと は、一般的な定義に従えば 「神秘的な事象が現実性ある物語

の中に突然起 こる」ものである。ところが 『死都」の場合、冒頭から主人公

の彷裡するブリュージュという都市は死者の影に浸された非現実的な世界と

して呈示 される。やがてこの神秘の世界に外から侵入 してくるのは、死者の

像が生身の姿 となって出てきたかのような、きわめて現実的な踊子 ジャーヌ



20

で あ る。 そ して彼 女 の 死 と と もに、 ブ リュ ー ジ ュ は再 び 「死 」 の 世 界 に還 っ

て物 語 は終 わ る。 これ は、 いわ ば逆 転 した 「幻 想 小 説」 と言 え な いだ ろ うか。

そ れ で は ふ っ う 「現 実 」 の側 に 身 を お き、 不 可 解 な現 象 を 解 明 して い くべ

きテ ク ス トの確 固 た る 「語 り手 」 は、 こ こで は存 在 しな いの で あ ろ うか 。 序

文 で は、 「ブ リュ ー ジュ の 街 」 自体 が 「主 要 人 物 の ひ と り」 で あ る と宣 言 さ

れ る。 そ して この都 市 とい う 「登場 人 物 」 はユ ー グや 他 の 登 場 人 物 た ちの 行

動 い っ さい を監 視 し、 コ メ ン トす る役 割 を 担 って い る よ う に も見 え る。 しか

しあ た か も都 市 自体 に語 らせ るた め に 、 た とえ ば 鐘 楼 や 運 河 、 家 な どが 擬 人

化 され る こ とは な い。 あ くま で も主 人 公 の 歩 み と と もに、 彼 を通 して 都 市 自

身 の存 在 は 間接 的 に、 しか し確 か に感 じられ るの で あ る。 こ こで は都 市 「ブ

リュー ジ ュ」 の声 の性 質 を 他 の 登 場 人 物 た ち との か か わ りか ら見 て お くこ と

に しよ う。

まず、 都 市 が 「ギ 要 人物 の一 人 」 と して 人 々 の 行 動 を 導 くべ く力 を及 ぼす

こ とに 関 して、2、3の 例 を 引 い て み よ う。

そ の 夜 は 、 足 の 向 か うま ま歩 き回 って い る うち、 いっ もよ り以 上 に、 暗

い思 い 出 に取 り愚 か れ た。 思 い出 は、 暗 い橋 の 下 か ら湧 いて 出て きた。

橋 の 表面 に は、 ど こか ら滲 み だ して き た と も知 れ ぬ 水 が 、 い くっ もの人

の顔 を浮 か び上 が らせ て い るの だ った 。 表 戸 を閉 ざ した家 々、 死 に際 の

人 の どん よ り曇 った 目 さな が らの 窓 、 水 に細 手 の階 段 の縮 ん だ影 を浮 か

べ て い るみ た いな切 り妻 か ら も、何 か し ら死 の匂 いが立 ち の ぼ って き た。

(P70)

街 は、 ユ ー グの 上 に また 、 影 響 力 を及 ぼ しっ っ あ っ た。 じ っ と動 か ず 、

高貴 な 白鳥 を 浮 か べ て静 け さを 守 る運河 か らは、 沈 黙 の 教 え を学 ば され 、

黙 り こ く った 河 岸 は、 忍 従 の 模 範 を示 し、 ど こで も視 界 を さ え ぎ って そ

び え る、 ノ ー トル ・ダ ムや サ ン ・ソ ヴ ー ル の高 い鐘 楼 か らは、 何 に もま

して 信仰 と禁 欲 の 生 活 へ の す す め が 降 り落 ちて くる。 ユ ー グ は、 本 能 的
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に そ ち らの方 へ と 目を上 げて 、 救 い を求 め よ うと も した 。 け れ ど、塔 は、

この 男 の み じめ な 人 間 愛 に 嘲 罵 を も って 報 い て く るの だ った。(pp188-

189)

ユ ー グ は これ ま で に もま して 、 妻 に対 す るわ が 身 の 罪 深 さ を覚 え た。 急

に、 風 が起 こ った。 岸 辺 の ポ プ ラ並 木 が 悲 鳴 を あ げ た。 水 が 騒 い で、 す

ぐか た わ らの運 河 で は白 鳥 た ちが 難 渋 して い た。 何 百 年 、 何 世 紀 と こ こ

に住 む 白鳥 た ち で 、 一 伝 説 に よ る と、 一 ひ とっ の紋 章 の 中 か ら こ こへ

降 って きた とい う こ とだ った 。 ブ リュ ー ジュ の街 は、 この 白鳥 た ち を永

久 に 養育 す る定 め を 負 わ され て い た。(p233)

この よ うな 例 は、 テ ク ス ト中 の い た る と ころ に読 み取 れ る。 そ して この都

市 の 雰 囲 気、 支 配 力 は、 も う一 人 の 「主 要 人 物 」 で あ る ユ ー グの魂 の状 態 に

直接 影 響 を与 え 、 互 い に呼 応 し合 うこ と に な る。 と ころ で ユ ー グの 内面 の声

は 、 しば しば テ ク ス トの 「語 り手 」 の声 と一 体 化 し、 直接 読 者 に 向 け られ る

か の よ うな 印 象 を 与 え る。 これ は 自 由間 接 話 法 の頻 繁 な使 用 によ る効 果 で あ

る と思 わ れ る。 次 はそ の ご く一 例 で あ る。

自殺 を 考 え た こ と もあ った。 そ れ もま じめ に 、 ず っ と前 か らだ った 。

あ あ、 あの 女 を 、 自分 は どん な に激 し く愛 して い た こ とか 。 あの 目が 今

も 自分 を 見 っ め て い る。 あ の声 は ど うな った の だ。 自分 が 追 いか け続 け

て や ま なか っ た の に、 地 平線 の 向 こ うに、 遠 く遠 く消 え て 行 って しま っ

た。 あ の女 の い った い何 が、 こん な気 持 ち に させ るの だ ろ う。 今 は死 ん

で 、 ど こに もい な い身 だ とい うの に、 こ こ まで ま った く自分 を縛 りつ け、

こ の世 す べ て か ら引 き離 して しま う程 の 力 を 及 ぼ して くるの だ か ら。 舌

先 に、 い っ ま で も消 え ぬ 灰 の 味 だ け を残 す と い う死海 産 の果 実 み た いな、

恋 が あ る の だ ろ うか。

ユ ー グが 自殺 の執 念 に打 ち 勝 っ こ とが で き たの も、 ま た亡 き妻 の た め
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だ った。(…)だ か ら、 生 きて き た。 祈 り も した。 ど こか 天 の国 で、 妻

が 自分 を 待 って くれ て い るの だ と想 像 して 、 慰 め に も して き た。教 会 で、

オ ル ガ ンの音 に聞 き入 りな が ら、 妻 を思 う こ と もあ った。(pp71-72)

テ ク ス トは基 本 的 に三人 称 過 去 形 の、 いわ ゆ る伝 統 的 な小 説 の 形 式 を用 い、

物 語 に対 す る第 三 者 と して の 「語 り手 」 の存 在 を 暗示 す る もの で あ る。 そ れ

が 、 引 用 文 の よ う に主 節 を 省 略 して 登 場 人 物 の 「内 的告 白」 を 直接 呈 示 す る

か の よ うに装 う こ とで 、 「語 り手 」 の 声 を 曖 昧 にす る こ とが で き る ので あ る。

「語 り手 」 の声 は そ の あ り所 を 明 確 にせ ず に、 極 力 姿 を消 そ う と して い る か

の よ うで あ る。 だ と す れ ば、 ロ ー デ ンバ ッ ク は、 ユ ー グ の 行 動 を 支 配 す る

「都 市 」 に もま た、 直 接 語 らせ よ う と した の で は な い だ ろ うか 。 そ の こ とか

らユ ー グの 行 動 を 絶 え ず コ メ ン トす る の は実 は 「都 市 」 自身 な の だ と も考 え

られ よ う。

G.ミ シ ョー は こ の よ うな ユ ー グ と ブ リュ ー ジュ とい う二 人 の 「主 要 人 物 」

の 関 係 が4っ の段 階 に分 け られ る と考 え て い る。 そ れ に よ る と、 ま ず 冒頭 で

は孤 独 な ユ ー グ は過 去 の 思 い出 の 投 影 す なわ ち 「死 」 と して の ブ リュ ー ジ ュ

に対 峙 して い る。 次 に 女 優 ジ ャ ー ヌ との 出会 い以 後 は 「生 き た都 市 ブ リュ ー

ジ ュ」 と拘 わ る こ とに な り、 この 時 「死 都 ブ リュ ー ジュ」 は置 き去 りに さ れ

る。 や が て罪 の 意識 か らユ ー グは再 び 「死 の 都」 へ と戻 り、 この 時 に は ジ ャー

ヌが排 除 され る。 最 終 部 で は 「死 都 ブ リュ ー ジ ュ」 は さ らに死 に、 ジ ャー ヌ

は死 ん だ妻 と一 体 化 し、 ユ ー グ は完 全 な孤 独 の中 に ひ と り残 さ れ る、 と い う

もの で あ る評

この 過 程 を 参 考 に す る な らば我 々 は次 の こ とに も気 づ く。 「死 都 」 と寄 添

う第1段 階 で は ユ ー グの 内面 の 声 が 頻 出 す るの に対 し、 ジ ャー ヌ と の 出会 い

以 後 は、 ユ ー グ と ジ ャー ヌ は外 側 か ら客 観 的 に描 か れ る こ とが 多 くな り、 物

語 は主 に二 人 の対 話 、 即 ち実 際 に発 せ られ た 声 に よ って 進 行 す る と い う こ と

で あ る。 そ して、 第3、 第4段 階 で は再 び ユ ー グの 内 的 独 白が 増 え るの で あ

る。 っ ま りユ ー グ の行 動 を 支 え る暗 黙 の 「語 り手 」 は 「死 ん だ 都 」 と して の
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ブ リュー ジ ュで あ って 、 そ の 声 が しば しば ユ ー グ と一 体 化 す る の だ と考 え る

こ とが で き る。 そ の た め に 「死 都 」 か らユ ー グが 遠 ざか る と き、 この 「語 り

手」 は ユ ー グを外 か ら描写 す る こ と にな るの で あ る。 ブ リュ ー ジュ は この 物

語 の 中 で は基 本 的 に 「死 ん だ 」 っ ま り時 間 の外 に あ る永 遠 化 され た都 市 で あ

る の だ が 、 ジ ャー ヌ との 日 々 に お いて は 「生 きた 」 「現 在 」 の 都 市 と い う別

の世 界 に 変質 して い るの だ と言 え よ う。

そ れ で は、 都 市 を この よ う に変 質 させ る ジ ャー ヌ の 出現 は何 を意 味 す る の

だ ろ うか。 他 の2人 の 女性 す な わ ち死 ん だ 妻 とバ ル ブ と の比 較 か ら考 えて み

よ う。 まず 、 「死 ん だ妻 」 にっ い て何 よ り も特 徴 的 な の は、 常 に 「彼女elle」

とい う代 名詞 で の み言 及 され 名 前 が 与 え られ て い な い こ とで あ る。 もち ろ ん

ユ ー グの 思 い 出 、 意 識 の 中 以 外 で 姿 を 見 せ る こ と もな い。 しか し、 危 うい存

在 で あ る彼女 の 「死」 こそ が ユ ー グ に ブル ー ジュ を選 ばせ 、 ジ ャー ヌ との関

係 を結 ば せ、 さ らに殺 人 の 動 機 に もな るの で あ るか ら、 そ の支 配 力 は きわ め

て大 き く、 テ ク ス トの隅 々 に まで 及 ん で い る。 そ れ は我 々 が考 えた 「語 り手=

死 都 」 と に 重 ね る こ と さ え で き る の で は な い か 。 い わ ゆ る 「運 命 の 女

femmefatale」 と も言 え る 「彼 女 」 は 都 市 と一 体 化 し、 ユ ー グ の 行 動 を 促

す と同 時 に監 視 し批判 もす る者 な の で あ る。

女 中 バ ル ブは敬 度 な カ トリ ック教 徒 で 、 ブ リュ ー ジュ の地 に根 ざ した典 型

的 な フ ラ ン ドル 女 性 と 言え る。 彼 女 を 、教 会 や修 道 院 の影 にっ きま とわれ た、

死 ん だ 妻 同 様 の一 種 の 「媒 介 者 」 と考 え る評 者 もい る。㈱ しか し、 死 ん だ 妻

が 「不 在 者」 と して 闇 の 中 か らユ ー グ を罰 す る とす れ ば、 バ ル ブ は む しろ具

体 的 な 「存在 者 」 と して ブ リュ ー ジュ の街 と一 体 化 し、 目 に見 え る形 で、 っ

ま り主 人 の元 を 去 る こ とで そ の 不 倫 を 罰 す る の で あ る。 いず れ に して も、 妻

とバ ル ブ は 「死 ん だ 都 市 」 の 側 に い る者 た ちで あ る。

そ れ に対 し、 ジ ャ ー ヌ は 明 らか に外 か らの 侵 入 者 で あ り、 「現 実 」 の側 に

属 す 者 で あ る。 言い 換 え れ ば 、 死 に対 す る生 、 精 神 に対 す る 肉的 な もの、 聖

に対 す る俗 で あ る。 我 々 は ジ ャー ヌが フ ラ ンス の リー ル か ら毎 週 月 曜 日に公

演 の た め に ブ リュー ジ ュへ や って くる劇 団 の一 員 だ と知 る。 上 演 演 目 は フ ラ
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ン スの マ イ ア ベ ア の オ ペ ラ 「悪 魔 ロ ベ ー ル』 で あ る。 こ の オ ペ ラは ロマ ン主

義作 品特 有 の情 熱 と華 や か さ、 そ して 雄 弁 さ、 冗 長 さ と共 に、 悪 魔 に よ る修

道女 の誘惑 、死者 の復活 を テ ーマ とす る。 っ ま り沈 黙 の カ トリ ックの街 ブ リュー

ジ ュ とは 明確 に対 立 す る一 っ の 象 徴 なの で あ る。

ロー デ ンバ ッ クが読 者 と して 想 定 し、 目配 せ を送 って い る の が フ ラ ンス人

で あ る とす れ ば、 ジ ャー ヌ とい う異 質 な 「他 者 」 は実 際 に は読 者 に と って の

「我 々」 の 、 ま さ に現 実 の 出 現 と い う こ と に な る。 確 か に あ る意 味 で は ユ ー

グに と って の ドラマ は ジ ャ ー ヌ との 出 会 い に こ そ あ り、 これ が主 要 な事 件 あ

るい は冒 険 な の だ と も考 え られ よ う。 非 現 実 的 な世 界 か ら現 実 の世 界 に しば

ら くの 問移 行 す る とい う、 前 述 の 逆 転 した幻 想 小 説 で あ る。 フ ラ ンス人 読 者

に と って は、 ジ ャー ヌ は例 え ば 同 時 代 の 自然 主 義 小 説 に 見 られ る、 ナ ナ や ニ

ニ とい った娼 婦 の 系列 に繋 が る もの と看 倣 す こ と も可 能 な の で は な い か。

た だ 、 ジ ャ ー ヌ ・ス コ ッ トJaneScottと い う明 らか に フ ラ ンス人 的 で は

な い 、 む しろ イ ギ リス的 な名 前 に は注 意 す べ きだ ろ う。(英 語 読 み で は ジ ェ

イ ン ・ス コ ッ トとな る。)こ の名 前 に っ いて の説 明 は テ ク ス ト内 に は な い。

一 説 で は
、19世 紀 末 の 芸 術 傾 向 の 一 っ の 流 行 で あ っ た、 イ ギ リス か ら輸 入 さ

れ た ラ フ ァエ ル前 派 の女 性 像 の 具 現 化 を 暗 示 す る名 、 ま た ス コ ッ トラ ン ドを

舞 台 と した シ ェイ クス ピア劇 の オ フ ィ ー リア の イ メ ー ジを連 想 さ せ る名 と解

釈 され て い る。四 さ らに彼 女 は、 ヨー ロ ッパ 全 体 にお け る 同 時 代 の 芸 術 志 向

の典 型 的 な表 象 で あ るの だ とい う メ ッセ ー ジと も解 釈 で き る だ ろ う。 ま た 同

時 に ジ ャー ヌ は、 い か に も作 り もの の 芸 名 と、 実 は染 めて い る の だ と い う偽

の金 髪 に よ って、 理 想 の女 性 像 の パ ロ デ ィ と も化 して しま うの だ。

ユ ー グ が借 りて や る ジ ャー ヌの 家 の 正 確 な 位 置 が 、 巧 妙 に特 定 で き な く し

て あ る とい う ドワズ レの指 摘 も興 味 深 い。 実 在 の ブ リュ ー ジュ の 中 に、 鐘 楼

や教 会 、 修 道 院 な どの歴 史 的建 造物 は もち ろん 、 「ロゼ ー ル 川通 り に面 して 」

い て聖 血 行 列 を窓 か ら見 お ろ せ 、 反 対 側 で は水 に影 を落 とす ユ ー グ の家 も、

地 図上 で そ の位 置 を確 認 す る こ とが で き る。 それ に対 して ジ ャー ヌ の家 につ

い て は、 い くつ か の手 が か りが 示 され て い る に も拘 わ らず 容 易 に特 定 で き な
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い の で あ る。 例 え ば 「ユ ー グは ジ ャ ー ヌの た め に緑 の野 と風 車 小 屋 の郊 外 へ

み ち び く遊 歩 道 の ほ と りに、 一 軒 の 明 る い家 を 借 りて 」 や っ た こ と、 街 なか

を抜 け て通 うた め に 暇 な ブル ジ ョワた ち の好 奇 の 目 に晒 され る こ と、 人 気 の

少 な い地 域 に あ る こ と、 ベ ギ ー ヌ会 修 道 院 の 近 所 に あ る こ と、 な ど のお お よ

そ の手 が か り は あ る。 「ま も な く町 中 の人 々 は、 そ して シス ター ・ロザ リー

も ジ ャー ヌの家 の こ とを知 った」 とあ るが 、 ドワ ズ レは 「読 者 を除 いて 」 皆

が知 って い る の だ と気 づ く。 「ま る で、 男 は 自分 の後 を っ けて く る もの を 巻

こ う と して い る か の よ うで あ る。 あ ま り に も ジ ャ ー ヌ に対 す る所 有 欲 と嫉 妬

が 強 い の で、 彼 は誰 一 人 と して ジ ャ ー ヌの 家 を 見 っ けだ せ な い よ う に用 心 し

て い る の で あ る。轡 あ ま りに も生 々 しい 肉体 と して の 存 在 感 を 持 っ た彼 女 を

「生 き た」 ブ リュ ー ジュ の 中 に位 置 づ け る こ と は、 虚 構 の 街 ブ リ ュー ジ ュの

イ メ ー ジを破 壊 して しま い か ね な い の だ。 ユ ー グが 追 い求 め る真 の 理 想、美 は

結 局 は 「不 在 」 の妻 に付 与 され て い る。 そ れ は現 実 の 時 空 間 の 外 に あ る理 想

の ブ リュ ー ジュ の 中 に しか な い イ メー ジで あ る。

皿 「ベ ル ギ ー 文 学 」 と し て の 『死 都 』

「ロー デ ンバ ック の小 説 に は ほ とん ど筋 ら しい 筋 が な い。 そ れ に対 しパ ウ

ル シ ョ ッ トの台 本 に拠 る コル ン ゴル トの オ ペ ラ 『死 の 都 市 』 は、 め り は りの

効 い た ドラマ を展 開 す る。」 これ は、1920年 に初 演 され た コル ンゴ ル トの オ

ペ ラ作 品 評 で あ る評 ロ ー デ ンバ ック の 『死 都 』 は フ ラ ン スで 受 容 さ れ 、20

世 紀 に な る と戯 曲 や オ ペ ラ、 映 画 へ と、 様 々 な形 で 脚 色 ・作 品 化 され 、 テ ク

ス トは一 人 歩 き を始 あ る こ とに な る。 そ の 時 フ ラ ン ドル の 「神 話 」 はそ の 本

来 の意 味 を失 うで あ ろ う こ とは、 シ ャル ル ・ド ・コ ス テル の 『ウ ー レ ンシ ュ

ピー ゲ ル伝 説 』 や メ ー テ ル ラ ン クの 『ペ レア ス と メ リザ ン ド」 な どの 場 合 と

同 様 で あ る。異 な る文脈 の中 で は必 然 的 に テ ク ス トは別 の物 とな る のだ。 ロ ー

デ ンバ ック に お い て も この事 実 を最 後 に確 認 して お きた い と思 う。

例 え ば コル ンゴル トの 作 品 は、 どの よ うな経 緯 で 創 られ たの だ ろ うか。 ロ ー

デ ンバ ッ ク は元 来 詩 人 で あ り、 「死 都 』 出 版 後 ま もな く、 パ リの人 々 の た め
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に一 幕 韻 文 劇 「ヴ ェ ー ルLeVoile』 を執 筆 す る。 これ は生 前 に上 演 され る

唯 一 の戯 曲 と な るの だが 、 初 演 は1894年5月21日 、 コ メ デ ィ ー ・フ ラ ンセ ー

ズ にお いて で あ った。 フ ラ ンス古 典 劇 の殿 堂 が は じめ て ベ ル ギ ー人 作 家 を 受

け入 れ た一 っ の 「事 件 」 で も あ った。 『死 都 」 同 様 に フ ラ ン ドル の宗 教 的 ・

神 秘 的 雰 囲 気 を 重 要 な テ ー マ とす る作 品 で あ る。 そ の 後 、 作 家 み ず か ら 「死

都 」 を 戯 曲 化 した 『幻 影LeMirαge』 も執 筆 、1901年 に死 後 出 版 さ れ る。

初 演 は ドイ ッ語 翻 訳 テ ク ス トに よ り、1903年 ベ ル リ ンに お いて で あ っ た。 こ

の テ ク ス トに よ って オ ー ス ト リア人 作 曲家 コル ンゴ ル トは イ ンス ピ レー シ ョ

ンを受 け、 自 ら の オ ペ ラ 『死 の 都 市DietoteStαdt」 を 創 造 す る こ と に な

る。 歌 詞 はパ ウ ル ・シ ョ ッ トPaulSchott(コ ル ン ゴル ト自身 と、 有 名 な 評

論 家 で もあ った彼 の父 との合 作 で 、 そ のペ ンネ ー ム)に よ る、 ドイ ッ語 で あ っ

た。 初 演 は1920年12月4日 、 ハ ン ブル ク とケ ル ンで 同 時 に行 なわ れ た。 翌 年

に は ウ ィー ン歌 劇 場 で も上 演 さ れ、 ま もな くヨ ー ロ ッパ お よ び北 ア メ リカ の

主 要 な歌 劇 場 の レパ ー ト リー に組 み込 ま れ 、 しば ら くの 間 世 界 的 な受 容 層 を

獲 得 す る こ と に な る。

プ ッチ ー 二 も 「死 都 』 の オ ペ ラ化 を計 画 した こ とが あ る と い うが 、 結 局 世

界 に 『死 都 ブ リュ ー ジュ」 と原 作 者 ロー デ ンバ ックの 名 を 知 ら しあす こ と に

な った の は、 ドイ ツ言吾テ ク ス トに よ る ドイ ツ ・オペ ラ と な っ たの で あ る。 そ

れ は単 に異 な った芸 術 ジャ ンル にお ける再 編 に と どま らず、 言葉 、物 語 、 テ ー

マ な ど あ らゆ る側 面 に お い て大 きな変 質 を 伴 う もの と も な っ た。 詳 細 な比 較

は本 稿 で は行 な わ な いが 、 重 要 な相 違 点 の み を 指 摘 して お き た い。

まず 登 場 人 物 達 た ち の 名 前 で あ る。 ユ ー グ はパ ウルPaul、 女 中 バ ル ブ は

ブ リギ ッ タBrigitta、 ジ ャー ヌ は マ リエ ッ タMariettaと 変 え られ る。 重 大

な変 化 は亡 き妻 に マ リーMarieと い う、 生 き写 しの 女 優 との 重 層 性 を露 骨

に示 す 名 が 与 え られ た こ とで あ ろ う。 さ ら に原 作 に は存 在 しな い、 主 人 公 の

友 人 フ ラ ン クFranckが 登 場 し、相 談 相 手 と して、 ま た女 優 へ の 恋 の ラ イバ

ル と して、 冷 静 に友 の行 為 を見 守 り判 断 し最終 的 に は現 実 の 世 界 に引 き戻 す

役 を担 う。 マ リエ ッタは リール か ら劇 団 の一 員 と して仲 間 と共 に ブ リュー ジュ
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に乗 り込 ん で き た こ と は同 じで あ る。 しか し原 作 に はな い 、劇 団 員 た ち の 登

場 、 マ リエ ッタ と の派 手 な掛 け合 い、 そ して オ ペ ラに は不 可 欠 の 華 や か な歌

と踊 りの 場 面 を繰 り広 げ る ので あ る。

本 章 冒頭 で 引 用 した オ ペ ラ批 評 中 の 「め り は りの き いた 」 印 象 は、 お そ ら

く物 語 に お け る諸 テ ー マ の二 項 対 立 を 明確 化 した こ と に も起 因 す る と思 わ れ

る。 っ ま り、 パ ウ ル や彼 の友 人 、 女 中 の属 す ブ リュ ー ジュ と い う 「北 」 に、

フ ラ ンス あ る い は イ タ リア 的 な雰 囲気 を 持 ち 込 む マ リエ ッタ た ち の 「南 」 が

対 置 され 、 さ らに マ リー とマ リエ ッ タに お い て は死 と生 、 聖 と俗 、 精 神 と肉

体 と い った対 立 が 極 端 な ま で に 強調 して 描 か れ る ので あ る。 ま た マ イ ア ベ ア

の オ ペ ラ 『悪 魔 ロベ ー ル』 は、 原 作 にお け る ジ ャー ヌ の衝 撃 的 な 出現 の舞 台

装 置 とい う役 割 を は るか に越 え て 、 醜 悪 な まで の 「俗 」 の世 界 、 き らび やか

な快 楽 の世 界 を徹 底 的 に 見 せ るた め に、 劇 中 劇 と して挿 入 さ れ るの で あ る。

何 よ り も根 本 的 な相 違 は 物語 の 冒 頭 と結 末 で 、 そ の た め に ロー デ ンバ ッ ク

の創 造 した世 界 は完 全 に逆 転 して しま う ほ ど に な る。 原 作 は秋 の夕 暮 れ 時 に

始 ま り、 物 語 は基 本 的 に街 の 薄 暗 が りの 中で 進 行 す る。 そ れ に対 して オ ペ ラ

は 「日の 光 の 注 ぐ秋 の 午 後 」 の 室 内 で 幕 を開 け、 前 述 の よ うに マ リエ ッ タや

劇 団 員 た ち との激 しい や り取 りや 舞 台 の華 や か な光 の世 界 を展 開 させ る こ と

に な る。 そ して結 末 は驚 くこ と に、 女 優 を絞 め殺 した あ とでパ ウル は夢 か ら

目覚 め て 、 日光 に照 らされ た室 内 に い る 自分 を見 い だ す の で あ る。 そ こ に は

フ ラ ンクが お り、 マ リエ ッタが 忘 れ た傘 を取 りに戻 って く る。 彼女 は、 亡 き

妻 の 面 影 の み を 追 い続 けて 現 実 を見 よ う と しな か った パ ウル に微 笑 み と と も

に別 れ を 告 げ 、 立 ち 去 って い く。 パ ウル は フ ラ ン クに誘 わ れ て 、 死 の 支 配 す

る ブ リュ ー ジ ュの 街 を離 れ る決 心 を す る の で あ る譜

い った い何 が 起 こ った の だ ろ うか。 オ ペ ラで は、 主 人 公 の 狂 乱 と殺 人 はす

べ て が 夢 の中 、 っ ま り非 現 実 の 出来 事 とな り、 そ れ を 光 に満 ち た確 固 た る現

実 世 界が 包 み込 む形 にな って い るの で あ る。 ここで は現 実 世 界 はブ リュー ジュ

で あ り、 フラ ンク や ブ リギ ッ タの い る社 会 で あ る。 逆 に非 現 実 は マ リエ ッタ

の世 界 、 劇 団 に よ る饗 宴 、 情 念 に か られ た殺 人 と い う こ と に な る。 亡 き妻 の
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幻 影 は、現 実 の 都市 ブ リュー ジ ュか ら夢 の 世 界 へ と主 人 公 を誘 う象 徴 的 な存

在 とな るだ ろ う。 パ ウル は そ の二 っ の世 界 を跨 ぎ、 最後 に は こち ら側 へ と戻 っ

て く るの で あ る。 あ え て 単純 化 す れ ば 、現 実 は北 方=ゲ ル マ ン世 界 で あ り、

非 現 実 は 南=ラ テ ン世 界 とい う図 式 も見 え て くるの で は な いか 。 そ して 主 人

公 が最 後 に属 す 世 界 は前 者 とな る。 こ こで は暗 黙 の う ち に、 ドイ ッ人 の送 り

手 と受 け手 を前 提 と した一 種 の民 族 主義 的 な観 点 が 織 り込 まれ て はい な いだ

ろ うか 。 オ ペ ラ とは もと もと民 族 主義 、 国家 主 義 的 な面 を 持 って い る もの で

あ ろ う。 それ は一 種 の祝 祭 で あ り、 あ る国、 あ る民 族 の 精 神 を 高 揚 させ る総

合 芸 術 な ので あ る。 他 の民 族 ・文 化 の ス テ レオ タイ プ化 によ る人 種 差 別 は、

多 か れ 少 なか れ 特 に この芸 術 ジ ャ ンル に お い て は しば しば 見 られ る もの で は

な いだ ろ うかQ

この よ う な別 の視 点 の 導 入 に よ り、 ロー デ ンバ ッ クの テ ク ス トにお け る最

も重 要 な要 素 が 消 滅 して しま った こと に我 々 は気 づ くの で あ る。 そ れ は 「主

要 な登 場 人 物 」 の ひ と りで あ る ブ リュ ー ジ ュ とい う都 市 、 この 「不 在 の都 市 」

の 影 と、 そ こに ジャ ー ヌ と い う 「現 実 」 が 侵 入 して くる とい う設 定 で あ る。

ロ ー デ ンバ ッ クが 観 客 す な わ ち テ ク ス トの受 け手 と想 定 した フ ラ ン ス人 が

「現 実 」 世 界 に属 す と す れ ば 、 オ ペ ラに お い て は 「現 実 」 を ゲ ル マ ン世 界

(こ こで は フ ラ ン ドル と ドイ ツ は 同 じ側 に あ る)の 受 け手 が 担 う こ と に な る

の で あ る。

コル ンゴ ル トが お そ ら く意 識 的 に 変 更 し消 滅 させ て しま った も のが 、 「ど

こに もな い沈 黙 の都 市 」 ブ リュー ジ ュの イ メ ー ジで あ り、 それ こそが ロー デ

ンバ ッ クの 「死 都 』 の最 も根 源 的 な もの だ った と 言え る。 付 加 す れば 、 舞 台

上 で は妻 の幻 影 が マ リエ ッ タ役 の歌 手 の姿 で 視 覚 化 され て 実 際 に登 場 し、 パ

ウル と語 り合 う。 っ ま り、 妻 は そ の 名 前 だ けで な く姿 も現 す ので あ る。 それ

は ロー デ ンバ ックが 「死 都 」 に お い て 巧妙 に最 も避 けよ う と した事 態 に ほか

な らな い。

小 説 の映 画 化 にっ い て も、 同様 の変 質 を伴 わ ざ るを え な い こ とが 問 題 と な

る。 「死 都 ブ リュ ー ジュ」 と題 され る 映 画 は これ ま で に3回 、1977年 ・1980
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年(フ ラ ンス語)、1981年(オ ラ ンダ語)に 製 作 さ れ た評 そ れ ぞ れ の 解 釈 に

よ って ブ リュ ー ジュ の 町並 み や社 会、 妻 や ジ ャ ー ヌ を映 像 化 した と い うが 、

繊 細 に描 け ば描 くほ ど ロー デ ンバ ッ クの世 界 か らは離 れ て い くこ と に な る の

だ。 これ は前 述 した よ うな、 小 説 へ の 人物 写 真 挿 入 の 問 題 と も重 な る もの で

あ る。

そ の意 味 で も 『死 都 』 が イ ンス ピ レー シ ョンを 与 え た 芸 術 作 品 の う ち、 絵

画 ジ ャ ンルだ け は都 市 の イ メ ー ジを さ ほ どか え ず 、 む しろ視 覚 的 に定 着 させ

る役 割 を果 た す こ とに な った 。 い う ま で も な く フ ェ ル ナ ン ・ク ノ ップ フの

「見 捨 て られ た 街」 及 び 『死 都 』 の挿 絵 とな る一 連 の ブ リュ ー ジ ュの 人 気 の

な い街 の デ ッサ ンが そ の代 表 で あ る。 ま た レ ヴ ィ ・デ ュル メル の 「ロ ー デ ン

バ ック の 肖像 」 は、 ブ リュ ー ジュ と 『死 都 」 の テ ク ス トと作 家 の イ メ ー ジ と

を 一 枚 の絵 の 中 で 見 事 に表 現 して みせ た。 絵 画 と は本 質 的 に 「不 在 」 を 描 く

もの で あ り、 事 物 は描 か れ た瞬 間 に必 然 的 に 「現 実 」 か ら乖 離 した、 無 時 間

的 なイ メ ー ジの 痕 跡 を画 布 の上 に定 着 させ る もの な の で あ る。

ど こ に もな い もの 、 周 縁 で あ って、 ま た交 差 点 で もあ る もの 、 そ れ が 「ベ

ル ギ ー文 学」 の ひ とつ の特 徴 で あ る こ とを、 ロ ーデ ンバ ックの 『死 都 ブ リュ ー

ジ ュ」 で も確 認 す る こ と に な っ た。 さ め な い ま ま の夢 、 存在 の あ や う さ、 そ

れ は書 か れ た 物 語 の 特 徴 で も あれ ば、 テ ク ス トの運 命 そ の もの で もあ る。 同

時 代 の ベ ル ギ ー 作 家 の 典 型 と して ロ ー デ ンバ ッ ク も、 フ ラ ン ドル 地方 に育 ち

な が ら フ ラ ン ス語 で 教 育 を 受 け、 そ の た め に言 語 の使 用 に対 して 敏感 に な ら

ざ るを 得 な い 状 況 に あ っ た。 誰 に向 けて 、 ど の言 語 で何 を書 くの か。 フ ラ ン

ドル 民族 精神 の 精 髄 を 表 現 す る にふ さ わ しい フ ラマ ン語 は19世 紀 に お い て は

下層 庶 民 の言 葉 で あ った 。 と は言 え 、 フ ラ ンス語 を使 う フ ラ ン ドル の上 流 階

級 の 人 々 は、 隣 の フ ラ ンス に常 に 目を 向 け て お り、 民 族 主 義 的文 学 は こ こで

も受 け入 れ られ に くい 。 ロ ー デ ンバ ック は フ ラ ンス人 に 向 け て、 フ ラ ン ドル

を呈 示 す る こ とを 選 ん だ。 そ の 時 彼 は フ ラ ンス語 とい う読 者 と共 通 の言 語 を

使 用 しっ っ 「他 者 」 で い な くて は な らな い。 そ れ こそが 彼 の文 学 の核 とな る
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もの な のだ 。

19世 紀 にお いて 、 フ ラ ンス語 に よ る 「ベ ル ギ ー文 学 」 の ア イ デ ンテ ィテ ィ

を追 求 し、 そ の 確 立 を 目指 した作 家 た ち、 ド ・コス テ ル や メー テ ル ラ ン ク ら

と と もに、 ロ ー デ ンバ ック も、 確 か に同 じ流 れ の 中 に い た。 この こ とを彼 は

『死 都 ブ リュ ー ジ ュ』 と い う、 様 々 な芸 術 作 品 と な って分 岐 して い くひ とっ

の テ ク ス トに よ って 、 喚 起 させ 続 け て い る の で あ る。
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